
２０１４じゃんけん大会における，各グループ，ならびに研究生からの 
本戦出場人数の算出方法について 
（ＡＫＢ４８	 チームＡ，チームＫ，チームＢ，チーム４が本戦からの出場となる

場合） 
 
	 勝抜き数の決め方として 
１．	 本戦から選抜メンバーに入れる確率と，予備戦から本戦に出場できる確率と，

各グループ研究生予備戦から予備戦に出場できる確率をほぼ等しくするこ

と．ただし AKB研究生予備戦から本戦に出場できるメンバーを１とする． 
２．	 AKB チーム８予備戦から本戦に出場できる確率を上記の１／２とすること． 
 
という条件を設定致しました． 
	 以下にこの問題の解法を説明いたします． 
 
まず現在の出場メンバー数は 
AKB	 チームＡ，チームＫ，チームＢ，チーム４所属メンバー	 ８９人、 
	 	 	 チーム８所属メンバー	 ４７人 
	 	 	 研究生	 ２人、 
SKE	 所属メンバー	 ５４人、研究生	 ８人、 
NMB	 所属メンバー	 ４６人、研究生	 １２人、 
HKT	 所属メンバー	 ３６人、研究生	 ７人、 
となっています． 
 
そこで， 
SKE予備戦から本戦に出場できる人数を x， 
NMB予備戦から本戦に出場できる人数を y， 
HKT予備戦から本戦に出場できる人数を z， 
AKBチーム８予備戦から本戦に出場できる人数を a， 
SKE研究生予備戦から SKE予備戦に出場できる人数を s， 
NMB研究生予備戦から NMB予備戦に出場できる人数を n， 
HKT研究生予備戦から HKT予備戦に出場できる人数を h 
とすると， 
 

(1) 本戦において，選抜メンバーを勝ち取れる確率は	 	 
16

89+1+ x + y+ z+ a  



(2) SKE予備戦から本戦に勝ち上がれる確率は	 
x

54+ s  

(3) NMB予備戦から本戦に勝ち上がれる確率は	 
y

46+ n  

(4) HKT予備戦から本戦に勝ち上がれる確率は	 
z

36+ h  

(5) AKBチーム８予備戦から本戦に勝ち上がれる確率は	 a
47

 

(6) SKE研究生予備戦から SKE予備戦に勝ち上がれる確率は	 s
8

 

(7) NMB研究生予備戦から NMB予備戦に勝ち上がれる確率は	 n
12

 

(8)HKT研究生予備戦から HKT予備戦に勝ち上がれる確率は	 h
7

 

 
となります．そこで問題の条件をみたす自然数解は， 
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の８個の値の分散を最も小さくするものが最適であるとし，それを計算した結果， 

x = 8, y = 7, z = 5, a = 3, s =1, n = 2, h =1  

が最適解であることがわかりました．よって 
SKE予備戦から本戦に出場できる人数を８， 
NMB予備戦から本戦に出場できる人数を７， 
HKT予備戦から本戦に出場できる人数を５， 
AKBチーム８予備戦から本戦に出場できる人数を３， 
AKB研究生予備戦から本戦に出場できる人数を１， 
SKE研究生予備戦から SKE予備戦に出場できる人数を１， 
NMB研究生予備戦から NMB予備戦に出場できる人数を２， 
HKT研究生予備戦から HKT予備戦に出場できる人数を１ 
といたします． 


